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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010

知的資本と適合した
優れたビジネスモデルと戦略の実行

優れた業績

根

関係資本

組織資本

人的資本

転化

ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル

顧客基盤
ブランド

社外ネットワーク

知的財産
業務プロセス
経営基盤

経営陣
従業員

組織文化

転化

知
的
資
本

アクセルの概要

果実：
業績

根：根：
関係資本、関係資本、
人的資本、人的資本、
組織資本組織資本

幹：幹：
ビジネスモビジネスモ

デルデル

アクセルは企業の知的資本経営のサポートを行うコンサルティング会社として、企業が固有に持つ知
的資本を基盤に企業のトランスフォーメーションを支援します。



3

知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010サービス内容

Consulting
強みに立脚した戦略構築

•経営陣の戦略策定ワークショップ

•IC戦略マップの策定

•市場・業界分析

•組織デザイン

Intellectual Capital Assessment
知的資本の可視化

•IC Rating
•IC Assessment

•Business Portfolio assessment

M&A advisory
知的資本を補完する

アライアンス構築やM&Aサポート

M&Aアドバイザリー

ICデュー・デリジェンス

Post merger integration

Organizational Improvement & 
Employee Training

会社としての方向性を揃え、社員の能力開発

•ビジョン策定ワークショップ

•アクションラーニング

知的資本経営

アクセルは４つのサービス領域で、知的資本経営のサポートを行っています。
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010アクセル・パートナー・ネットワーク

世界28カ国30社のパートナー・ネットワーク

（ICPC=Intellectual Capital Partner Community) 

Z



5

知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010主なプロジェクト実績

経営戦略・事業戦略

総合電機の各事業の知的資本評価～中期経営計画策定支援

大手素材メーカーの全社知的資本評価～中期経営計画策定

大手消費財メーカーの全社知的資本診断

学術ソリューション及び書籍販売事業者「全社戦略・組織改革

及びその実行」支援

コンビニエンス全国チェーン 「全社事業戦略立案と実行」支援

大手消費者金融 「次期中期経営計画の実効性向上」支援

放送事業者 「中期経営計画および企業理念構築」支援

大手レジャーサービス事業「企業力診断と長期戦略策定」支援

国内大手ノンバンク「企業力診断と戦略策定及び実行」支援

戦略リーダー養成

大手プラントエンジニアリング「次世代リーダー養成プログラム」

企画・運営

大手ソフト開発会社「新事業企画アクションラーニング：

大手ノンバンク 「幹部・管理職 戦略リーダーシッププログラム」

大手流通 「幹部・管理職リーダーシッププログラム」

ビジョン策定と組織変革支援

大手食品卸 「全社ビジョン策定と浸透支援 」

食品メーカー 「現場力向上による会社基盤強化」支援

総合化学メーカー 事業ユニット診断と戦略策定支援

M&A、企業再生

 PEファンド投資企業のデューデリジェンス、バリューアップ支援

産業再生機構傘下にある再生案件の受託

新規事業創出戦略

電力会社 「新規事業会社に対する知的資本評価診断」受託

電気機器メーカー 「事業構想立案」支援～具体化アクションラ

ーニング

グループ経営戦略

総合印刷関連企業 「戦略構想策定」支援、業界横断での再編

戦略支援(書籍出版・印刷・流通業界）

大手レジャーサービス事業者 「グループ企業の事業目的の再

整理と実現可能性の検討」支援

大手アパレルメーカー 「ブランド診断の開発と運用」支援

調査・研究等

経済産業省 「知的資産と企業価値に関する研究会」運営受託

同 「知的資産指標」設計受託、同 「知的資産経営の開示ガイ

ドライン」策定を支援

中小企業基盤整備機構「ファンド投資先企業への経営力調査」

情報処理推進機構（IPA)「ソフトウェア産業における企業の知的

資本測定・評価手法の開発」

公益法人、学校法人等

証券市場による上場各社向け知的資本診断サービスの企画・

運営および実施

大学向けの知的資本診断～ビジョン策定支援 他多数
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010知的資本の考え方

知的資本とは、顧客基盤や組織力、人材力などの 財務諸表には表れないが価値創造の源泉となる
「隠れた経営資源」であり、マネジメントの対象となるものです。このオフバランス資産である知的資本
を企業価値創造の源泉と考えます。

見える会社の果実（業績）

（売上高・利益など）

＝ 貨幣価値で測定できる部分

見えない根

＝ 貨幣価値で測定できない、

財務では見えない価値

オフバランス

資本

（知的資本）

オフバランス

資産

（無形資産）

（簿価上の）

資本

負債

資産

企
業
価
値

お客様の満足・信頼

社外との良い関係

独自性の高いノウハウ

安定した業務プロセス

倫理的な風土

優れた人材能力

企業を木に見立てると、その要素は、 財務［果実］、事業計画［木の幹］、知的資本［木の根］となる
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010知的資本の考え方 － 企業価値向上との関係

目に見えない無形の要素＝知的資本は、企業を取り巻く全てのステイクホルダーとの関係の中で強化、
蓄積され、企業価値の向上をもたらします。

価値ある
商品・サービス

従業員

知恵・ノウハウ

働く意欲

企業理念

働く意義・報酬

取
引
先

相互発展への姿勢

・相互発展関係

・良質な商品・提案

顧
客

・顧客ロイヤリティ

・継続利用

・良質なサービス・商品

・顧客価値の約束
知
的
資
本

組
織
活
動

財
務
結
果

売上・利益

企業価値

知的資本知的資本

組織資本組織資本 人的資本人的資本 関係資本関係資本

知財
ﾉｳﾊｳ

プロ
セス

経営陣 従業員
ネット
ワーク

ブラ
ンド

顧客
基盤

知
的
資
本
を
持
続
的
な

業
績
に
変
換
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010新たな経営パラダイム

培った強みを活かした将来ビジョンを描き、社員一人ひとりがビジョン実現に向けた変革を創発するこ
とに主眼を置いた新しいパラダイムでの経営が求められます。

人材の意欲・能力や、顧客関係を取替えの

効かない希少資源と考え、この資源を軸に、

戦略を組み立てる

人材全てが自発的に自ら考えて動き、経営

は如何にそれを支え、新たなイノベーション

を創発・実現することに注力する

事業環境が予測不能で、自社の強み・特徴

から、独自の戦略を創造的に組み立て、市

場を想像することが有効な戦略となる

優秀な企画者のみが戦略シナリオを組立て、

経営は如何に組織をそれに沿うよう管理す

るかに注力する

人材はコストと考え、顧客との関係は契約書

の束と考える。市場環境に合わせ経営資源

を自由に入れ替える戦略をとる

事業環境が予測しやすく、他社の成功事例

の後追いや同業他社との横並びが有効な戦

略となる

アクセルの考える経営のあり方従来の経営のあり方

市場環境を重視 経営資源を重視

計画経済型のマネジメント 知識経済型のマネジメント

他社の成功事例に追従 自社ならではの独自性を発揮



9

知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010目次

アクセル社紹介

歴史観概観

大局観の基として：東南アジア概況

ローカルへの適応：いくつかの例

グローバル展開における基本フレームワーク

アクセルによる海外展開支援



10

知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010これまでのグローバル化の失敗の主な要因

日本の優位性に対する過信

ローカルニーズの軽視

判断・決断の遅れ
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010グローバル化に向けて何をすべきか？

グローバル化における成功要因

判断力（大局観）を身につける

ローカルに適応する

ローカルを尊重する

ローカルニーズを的確に捉える

柔軟性を持つ
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010APACのGDP比較（1人当たり名目GDP・名目GDP）

一人当たり名目ＧＤＰが低い国の製造拠点としての可能性、さらにはＧＤＰ規模からマーケットとしての
可能性が考えられます。
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名目ＧＤＰ総額
（単位：ＵＳ＄in Billion）

一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
額

（
単
位
：
＄
）

韓国
920十億ドル

オーストラリア
880十億ドル

インドネシア
510十億ドル

台湾
400十億ドル

タイ
270十億ドル

マレーシア
220十億ドル

シンガポール
180十億ドル

フィリピン
160十億ドル

ベトナム
90十億ドル

日本
4.9兆ドル

中国
4.3兆ドル

インド

１兆ドル

ニュージーランド
110十億ドル

出所：ジェトロＨＰ 08年統計

一人当たり名目ＧＤＰ・名目ＧＤＰ各国比較一人当たり名目ＧＤＰ・名目ＧＤＰ各国比較

香港
210十億ドル

B.市場が大きくなく、

製造コストが高い国

B.市場が大きくなく、

製造コストが高い国

C.市場は大きくないが、

製造コストが安い国

C.市場は大きくないが、

製造コストが安い国
A.市場が大きく、

製造コストが安い国

A.市場が大きく、

製造コストが安い国

D.市場は大きいが、

製造コストが高い国

D.市場は大きいが、

製造コストが高い国



14

知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010APAC分析

一年間で増加（減少）したGDP金額（US$ bn）一年間で増加（減少）したGDP金額（US$ bn）
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（横軸：各国GDP総額）

Aグループ：規模を狙うのに最適 Cグループ：差別化やニッチ領域で
の成長ポテンシャルを追う地域

Bグループ：将来の日本の姿？

日本とニュージーランドを除く多くのアジア諸国で今、大きな富が新たに創出されつつあります。
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知的資本経営のアクセル
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010APAC：携帯・PC普及率

新興国は一般にはまず携帯電話が普及し、その後、ＰＣといった流れになっているように見えます。

出所：ITU Information Society Statistical Profiles 2009

(%)

(%)

携帯・ＰＣ普及率推移の各国比較(2002・2007年）携帯・ＰＣ普及率推移の各国比較(2002・2007年）
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知的資本経営のアクセル
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010グローバル展開における成功要因

グローバル展開において、各国のローカルな事情に合わせた商品・サービスを展開するだけでなく、グ
ローバルビジネスのベースとなる理念・価値観、中でも人材についての理念が重要です。

グローバル

統一基準
 何をローカライズし、何

をグローバル統一基
準とするか

各国に進出する際に重視すべきものは何か

具体的に何をするべきか

ローカライズ

理念・価値観

Vision

技術

マーケティング戦略

製品・サービス

日本

・・・

ＡＰＡＣ各国

顧客ニーズに

徹底的に応える

信頼性のある

サービス・製品

Vision

技術領域の事業拡大

管理体制 グローバル統一な人材トレーニング体制

コミニュケーション基盤の確立

グローバル技術基盤構築とローカルに適した技術開発

政治・文化・ビジネス環境など地域特性に合わせた戦略立案

ローカルニーズを反映した製品・サービスの提供

・・・

理念
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010目次

アクセル社紹介

歴史観概観

大局観の基として：東南アジア概況

ローカルへの適応：いくつかの例

柔軟性についての一例：ダイバーシティ・マネジメント

グローバル展開における基本フレームワーク

アクセルによる海外展開支援



20

知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010海外展開にあたりアクセルがお手伝いできること

アクセルは、貴社の海外展開に向けた各種の経営支援サービスを豊富に取り揃えています。

グローバル化に

おける成功要因
普通になってしまうと｡｡｡

アクセルと

そのパートナーが一緒だと

判断力（大局観）を

身につける

判断力（大局観）を

身につける
日本から見た

海外視点

日本から見た

海外視点
海外から見た日系企
業のあり方の視点

海外から見た日系企
業のあり方の視点

ローカルに

適応する

ローカルに

適応する

日本での経験を活かし
たマーケティングや

組織戦略

日本での経験を活かし
たマーケティングや

組織戦略

現地視点から見た落と
し穴の発見と回避

現地視点から見た落と
し穴の発見と回避

柔軟性を持つ柔軟性を持つ 「日本人と外国人」

という視点

「日本人と外国人」

という視点
現地企業のM&Aや連
携後の完全一体化

現地企業のM&Aや連
携後の完全一体化

M&A

PMI

アライアンス

ビジネス・モデル策定

ビジネス・プラン策定

市場調査

ユーザーや

パートナー探索

人材の採用・育成

左記をサポートする

アクセルが提供するサービス例

サービス・メニューと

スキームの組み立て

組み立て
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知的資本経営のアクセル
© Actcell Corp., 2010

Intellectual Capital Management
for

Sustainable Growth


